
新型コロナウイルス感染症の第２波に備えた初動体制の整理 
 

１ 市内で感染症患者（在住・在勤・在学）が発生した場合 

２ 本市周辺の市において、感染症患者が発生した場合 

３ 愛知県から注意・警戒情報が発出された場合 

４ 国の基本的対処方針、専門家会議の提言などで指示や要請などがされた場合 

新型コロナウイルス感染症の第２波が予測されるこれらの事象の際には、尾張旭市新型

コロナウイルス感染症対策本部会議を開催し、第２波に備えた、市の初動体制について、

以下の事項を基本として、整理していく。 

 

 １ 市内で感染症患者（在住・在勤・在学）が発生した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

    ※市職員が感染した場合 

→「新型コロナウイルス感染症 市職員感染時等対応マニュアル」に従う。 

 

  ２ 本市周辺の市において、感染症患者が発生した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内で感染症患者（在住・在勤・在学）が発生した場合、愛知県からの情報な

どに基づき、患者の状況について、情報共有を行う。 

市役所や小中学校、保育園など、

市の公共施設が関係する感染と確

認された場合は、施設の特性、規模、

患者数などに応じた感染拡大防止

策などを決定する。 

「イベント等の開催及び公共施

設の利用制限への対応方針」につい

て、市内におけるクラスターの発生

状況や県内の感染状況、近隣市町の

対応状況などを踏まえ、必要と判断

される場合は、見直しを行う。 

市民、市議会、報道機関へ情報提供する内容を決定する。 

本市周辺の名古屋市、春日井市、瀬戸市、長久手市の多くにおいて、感染症患

者が発生した場合、愛知県からの情報などに基づき、感染状況について、情報共

有を行う。 

「イベント等の開催及び公共施設の利用制限への対応方針」について、近隣市

町の対応状況などを踏まえ、必要と判断される場合は、見直しを行う。 

市民、市議会、報道機関へ情報提供する内容を決定する。 



 ３ 愛知県から注意・警戒情報が発出された場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 国の基本的対処方針、専門家会議の提言などで指示や要請などがされた場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針 抜粋 

 

 

令和２年６月４日 
新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

愛知県から愛知県新型コロナウイルス感染拡大予防対策指針（２０２０年５月

２６日策定）で示された、感染状況の判断基準となる指標に基づき、注意・警戒

情報が発出された場合、県内の新規感染者数、陽性率、入院患者数などについて、

情報共有を行う。 

「イベント等の開催及び公共施設の利用制限への対応方針」について、愛知県

が実施する規制内容や近隣市町の対応状況などを踏まえ、必要と判断される場合

は、見直しを行う。 

市民、市議会、報道機関へ情報提供する内容を決定する。 

国の基本的対処方針、専門家会議の提言などで指示や要請などがされた場合、

その内容や愛知県における対応状況などについて、情報共有を行う。 

「イベント等の開催及び公共施設の利用制限への対応方針」について、国の基

本的対処方針や専門家会議の提言、愛知県や近隣市町の対応状況などを踏まえ、

必要と判断される場合は、見直しを行う。 

市民、市議会、報道機関へ情報提供する内容を決定する。 

国、県及び他の自治体の動向などを注視し、第２波に備え、あらかじめ、市民や事業

者に対する新たな市独自の支援策について検討しておくことも重要である。 

市民等への支援策の検討 


